
尾道市立吉和小学校 

１ 題材について 

(１) 児童の実態 

所属校第６学年の児童は，間食の摂り方等に課題があり，１学期に題材｢おやつの摂り方を考えよう｣

について学習している。その際，生活習慣のチェックシートを活用し，自身の生活習慣を客観的に振り

返らせることで，間食の量や時間帯の選択ができるようになってきており，実生活に生かすことができ

ている。 

一方，さまざまな調査から，児童の次の実態が明らかになった。 

「令和３年度全国学力・学習状況調査結果」によると「朝ご飯を食べますか。」の質問に「全く食べ

ない」と回答した児童が 18.2％とクラスの４人に一人の割合である。また，給食で苦手な食べ物を残

す児童も数名いる。朝食や好き嫌いをせずにバランスのとれた食事をすることの大切さは知識として

分かっていても実際の生活ではなかなか実践できていない。 

「令和３年度全国体力・運動能力,運動習慣等調査運動面」によると「運動は好きですか。」の質問に

「きらい」と回答をした児童が 13.6％いる。実際，休み時間は外で遊ばずに教室で過ごすといった姿

も多く見られる。また，「毎日，同じくらいの時刻に寝ていますか。」の質問に「寝ていない」と回答し

た児童が 13.6％いる。その理由として，テレビゲームを１日に４時間以上しており，就寝時間が遅く

なるためであると考えられる。実際，睡眠不足から午前中の学習に集中できない児童も見受けられる。

アンケート結果については，以降に示す。 

意欲面に関しては，新たな学習に取り組もうとする態度は育っている。しかし，既習事項を生かそう

としたり，問題解決の手段を考えたりする場面では，一部の児童が中心となり，周囲は受け身な態度に

なる傾向がある。 

 

○令和３年度全国学力・学習状況調査結果 
◆食生活について 

質問事項 ６年 1組 全国平均 

朝ご飯を食べますか。 
毎日食べる 68.2％ 85.8％ 

全く食べない 18.2％ 1.2％ 

○令和３年度全国体力・運動能力,運動習慣等調査 
◆運動について 

質問事項 ６年 1組 全国平均 

運動は好きですか。 
好き・やや好き 77.3％ 

 60.6％(男女平均) 
※対象児童は５年生 

きらい 13.6％   3.5％(男女平均) 

１週間の総運動時間 
７時間以上 63.6％   38.1％(男女平均) 

０分 18.2％    4.5％(男女平均)  
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STOP！生活習慣病 

（ 学級活動 (２)-ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成 ） 

本単元で育成する資質・能力 
知識・技能：健康の保持増進に対する理解 

思考力・判断力・表現力等：正しい情報に基づいて判断する力 

学びに向かう力・人間性等：健全な生活習慣を形成しようする態度 

題 

材 



◆睡眠等について 

質問事項 ６年 1組 全国平均 

毎日，同じくらいの時刻に 
寝ていますか。 

寝ている 36.4％ 38.3％ 

寝ていない 13.6％ 3.2％ 

１日あたりどれぐらいの時間，テレビゲーム等をしていますか。  ４時間以上 63.6％ 15.5％ 
 

 

(２) 題材設定の理由 

本題材は，小学校学習指導要領特別活動〔学級活動〕の内容(２)に基づき設定した。小学校学習指

導要領には，次のように示されている。 

(２) 日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 

ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成 

現在に及び生涯にわたって心身の健康を保持増進することや，事件や事故，災害等から身を守り安

全に行動すること。 

日本人の死亡原因の半数近くを，がんや心臓病，脳卒中で半数近く占めている。これらの病気は，

いずれも食事，運動，休養，喫煙や飲酒等の生活習慣と深いかかわりがあり，生活習慣病と呼ばれて

いる。生活習慣病の多くの誘因は，日々繰り返される好ましくない生活習慣の積み重ねによるもので

あり，各個人の生活を見直していくことが予防・回復の一つとなっている。 

厚生労働省「国民健康・栄養調査(令和元年)」によると，食習慣改善の意思について，成人の約 4

割が「改善することに関心がない・関心はあるが改善するつもりはない」と回答している。また，生

活習慣病の発症予防と重症化予防を図り，日々の健康づくりが重要であると示されている。 

子供のときから望ましい生活習慣に目を向け，自己管理能力を身に付けることは，現在及び生涯にわ

たって健康を保持増進していくために非常に重要であると考え，本題材を設定した。 

(３)指導観  

指導にあたっては，次の点に留意する。 

【導入(つかむ)場面】 

 保健領域での学習で取り上げてきた病気について既習事項を振り返らせる。その際，病気の原因は，

病原体・環境・生活のしかた・抵抗力の４つに分類されることをおさえ，望ましい生活習慣が病気の予

防になるという見通しをもたせる。また，日本人の死亡原因の半数近く占めているがんや心臓病，脳卒

中の生活習慣病は，以前は“成人病”と言われていたが，子供の頃からの生活習慣が大きく関係するこ

とを伝え，課題設定にせまっていく。 

【展開(さぐる・見つける)場面】 

 生活習慣病の誘因をさぐる場面では，「社会人Ａのブログ」(資料①参照)をもとに，問題点と改善点

を考えさせながら気付きを促していく。 

個人思考を深める手立てとして，Google Jamboardを活用する。付箋に記入した問題点と改善点をグ

ループで共有，整理し，生活習慣病の主な誘因が，「運動」「食事」「喫煙・飲酒」「睡眠」といった普段

の生活行動にあることに気付かせる。そして，生活行動を改善することが生活習慣病を予防するために

は必要であることを再認識させ，課題解決の方向性を明確にもたせるようにする。 

また，画像資料として，動脈硬化になった人の血管と健康な人の血管の写真を用いる。よりよい生活

行動を続けた未来をイメージさせることで，終末場面の行動計画作成への意欲を高める。 

【終末(決める)場面】 

自分の生活を振り返らせる手立てとして，生活習慣病予防のための健康情報サイト(厚生労働省)を

もとに作成した Googleスプレッドシート「生活行動チェックシート 21」「血管チェッカー」(資料②参

照)を用いる。自身の生活行動が血管に与える影響を視覚化することで，生活習慣病のリスクをイメー



 

２ 活動及び指導と評価の計画 

(１) 評価規準 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

生活習慣が与える体への影響や生

活習慣の改善に向けて取り組むこ

との意義を理解し，健全な生活を送

るための知識や行動の仕方を身に

付けている。 

生活習慣が体に与える影響や 

諸課題を認識し，解決方法など 

について話し合う中で，自分に 

合った行動計画を意思決定して 

実践している。 

自己の生活をよりよくするため 

に見通しをもったり振り返った 

りしながら，自主的に課題解決 

に取り組み，健全な生活習慣を 

形成しようとしている。 

 

(２) 指導と評価の計画 

 
日時 

【活動形態】 
児童の活動 指導上の留意点 

目指す児童の姿 
【評価】 

事

前 

２月４日 

朝の会 

【学級全員】 

・生活習慣に関する実態を調査する。 
◆項目：(食・運動・睡眠) 
◆Googleフォームで回答 

・題材について事前に
予告し，関心をもって
生活させ，問題意識を
高めておく。 

・アンケートに回答
し，自分の生活習慣
について関心をもっ
ている。 

【態】 

本

時 

２月２５日 

５校時 

【学級全員】 

・生活習慣病の誘因と予防について考

える。 

・いくつかの事例や

ゲストティーチャー

を活用し，生活習慣

病への理解を促す。 

・自分の生活行動を振

り返りながら生活改善策

や予防策を書いている。 

【思】 

事 

後 

３月４日 

朝の会 

【学級全員】 

・自分のめあてや行動計画などについ

て振り返る。 

・学級(学年)の実態や

問題等について，学年

通信で家庭に通知し，

取組の継続を図るよ

うにする。 

・健全な生活を送る

ための行動計画の意

義を理解し，知識や

行動の仕方を身に付

けている 

【知】 

 

 

ジしやすくする。チェックをする際は，「現在の自分」と「未来の自分」の二つの基準で選択させる。

10 年後，20 年後に自身の生活環境が変わることを想定し，チェックさせることで未来のリスクについ

ても実感させていく。このように，普段の生活から生活習慣に関する意識を高め，生涯を通じて心身と

もに健康を意識した行動につなげたい。 

自身の生活行動を振り返らせた後，行動計画作成に取り組ませる。食事・運動・睡眠の三つの柱を設

定し，それぞれの項目で意識すること及び実際に行動することを記入させることで，実現可能な行動計

画を作成できるようにする。事後指導として，１週間後の朝の会で，自身の行動計画を振り返り，継続

できることや改善できることなどの気付きを交流させる。 

【配慮事項】 

・好ましくない生活習慣は生活習慣病の誘因の一つであり，必ずしも病気になるものではないことを指

導する。 

・作成した行動計画を継続できるように，学年通信で学習の趣旨を伝え，家庭の協力を仰いでいく。 

・動脈硬化についての専門的な情報を正確に伝えるために，養護教諭にゲストティーチャーとして参加

してもらう。  



３ 本時について  

(１)本時の目標 

生活習慣病を予防するために，自分の生活行動を振り返り，実践可能な行動を計画することができ

る。 

   【思考力・判断力・表現力等】 

(２)本時の評価規準 

 十分満足できると判断される児童の姿 概ね満足できると判断される児童の姿 

 

思・判・表 

生活習慣病の誘因を理解し，自分の生活行動を振り

返りながら実践可能な生活改善策や予防策を書いて

いる。 

自分の生活行動を振り返りながら生活改善策や予防策を書

いている。 

 

(３)準備物 

  □タブレット端末 Chromebook/使用アプリ(Jamboard，スプレッドシート)   

□資料（病気名カード，死亡原因グラフ，動脈硬化になった人の血管と正常な血管の比較写真)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(４)本時の展開 

段階 学習活動 
指導上の留意事項（◇） 

（◆「努力を要する」と判断した児童への指導と手立て） 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 
資料 

導 

入
（
つ
か
む
） 

１ 資料をもとに，課題

を発見する。 

・知っている“病気”の名前

を確認する。 

 

 

・日本人の死亡原因について 

話し合う。 

 

◇保健の授業で学習してきた病気を取り上げ，交流する。 

・おたふく風邪・食中毒・がん・心臓病・インフルエンザ 

・風疹・麻疹・結核・虫歯 【みんなの保健 5･6年より】 

 

◇日本人の死亡原因の上位について考えさせ，本時の学習に対

する意欲を喚起する。 

◇日本人の死亡原因の半数近く占めているがんや心臓病，脳卒

中の生活習慣病は，以前は“成人病”と言われていたが，子供

の頃からの生活習慣が大きく関係することを伝え，課題設定に

せまる。 

 

 ・病気名カード 

 

 

 

・死亡原因グラフ 

 
 

展 

開
（
さ
ぐ
る
・
見
つ
け
る
） 

   

 

２ 生活習慣病の誘因に

ついて考える。 

・Jamboardの付箋機能を使い

問題点・改善点を挙げる。   

【個人思考】 

 

・班で交流し，出た意見を整理 

する。【集団思考】 

 

◇Jamboard資料「社会人Aのブログ」を使って，望ましくない

生活習慣を明確に想起させる。 

◆資料に登場する社会人Aを，未来の自分や，大切な友人と仮

定させることで，自分事として捉えやすいように支援する。 

◇生活習慣病の誘因が「食事」「運動」「睡眠」「飲酒・喫煙」に

分類されることをつかませる。 

  

 

 

・Jamboard資料 

「社会人Aのブログ」 

 

３ 好ましくない生活習

慣を続けた未来について

知る。 

・動脈硬化についての専門的 

な話を聞く。 

◇好ましくない生活習慣を続けると，心臓病，脳卒中，高血圧

症，糖尿病，虫歯と歯周病，がんといった様々 な病気につなが

ることを伝え健全な生活習慣をおくることの大切さにせまる。 

◇脂肪がたまった血管と，正常な血管の写真を比較させ，より

よい生活習慣を続けることのよさを想起させる。 

◇動脈硬化についての専門的な情報を正確に伝えるため，養護

教諭にゲストティーチャーとして参加してもらう。 

  

 

 

・動脈硬化になった

人の血管と正常な

血管の比較写真 

終 

末
（
決
め
る
） 

  

４ 自分の生活を振り返

り，生活習慣病を予防す

るために自分ができるこ

とを考える。 

 

・「生活行動チェックシート」

を使って，“現在”と“未来”

の生活習慣を考える。 

・「作成しよう！自分の行動計

画♬」に，１週間の行動計画を

記入する。 

 

 

 

 

◇生活習慣病予防のための健康情報サイトをもとに作成した血

管チェッカーを活用し，自分の生活行動を振り返らせる。 

◇チェックリストや血管チェッカーは，啓発を目的としたもの

であり，医師等に対する相談に取って代わるものではないこと

を伝える。 

◇現在の自分だけではなく，10年後，20年後の自分をイメージ

しながらチェックシートに入力させることで，生活習慣病のリ

スクを多面的に実感できるようにする。 

◇具体的な行動計画を作成させるために，「食事」「運動」「睡

眠」の三つの観点について，「いつ，何を，どのようにするか」

について記入させる。 

◆友達のスプレッドシートを閲覧して行動計画を作成しても良

いことを伝える。 

◆既習事項「おやつの摂り方を考えよう」の学習を想起させ，

自分が実践できる方法を考えさせる。 

 

 

 

 

 

・自分の生活行動

を振り返りながら

生活改善策や予防

策を書いている。 

[思・判・表] 

(スプレッドシート・発言) 

・スプレッドシート 

｢生活行動チェック

シート｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スプレッドシート 

｢作成しよう！自分

の行動計画♬｣① 

５ 本時の振り返りをする。 

・シートに記入する。 

・意見を交流する。 

 

◇学習前と学習後の自己の変容について書くように伝える。 

◇児童が考えた改善方法を認め，明日から実践しようとする意

欲を高める。 

 ・スプレッドシート 

｢作成しよう！自分

の行動計画♬｣② 

６ まとめの話を聞く。 

 

 

◇好ましくない生活習慣は，生活習慣病の誘因の一つであり，

必ずしも病気になるものではないことを告げる。 

◇自己管理能力を身に付けることが，現在及び生涯にわたって

健康を保持増進していくために重要であることを確認する。 

  

 

 

健康で長生きするために，“今から”できることって一体何だ？！ 



(５)板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(６)資料 【Googleアプリ/Jamboard/スプレッドシート】 

 

①【Jamboard資料(社会人Ａのブログ)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



②【スプレッドシート資料(生活行動チェックシート)】 

 

 

 

③【スプレッドシート資料(作成しよう！自分の行動計画♬)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 


